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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 47,269 1.8 3,880 242.7 3,674 265.6 2,274 ―

21年12月期第3四半期 46,442 ― 1,132 ― 1,005 ― △266 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 7,925.46 ―

21年12月期第3四半期 △924.41 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 51,361 34,490 64.2 114,950.12
21年12月期 57,501 33,685 56.0 112,102.02

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  32,990百万円 21年12月期  32,173百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 2,000.00 ― 2,000.00 4,000.00
22年12月期 ― 2,000.00 ―

22年12月期 
（予想）

2,000.00 4,000.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 64,000 △2.5 4,200 13.9 4,200 13.8 2,200 89.5 7,665.51



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続を実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想に関する記述は、当社及び当社グループが現時点で入手可能な情報から得られた判断にもとづいており、記述されて
いる業績予想とは異なる結果となる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 290,000株 21年12月期  290,000株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  3,000株 21年12月期  3,000株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 287,000株 21年12月期3Q 287,856株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間(平成22年１月１日～９月30日)におけるわが国経済は、政策効果によって一部に景気

の持ち直しが見られたものの、デフレ傾向や高水準の失業率が継続するなか、個人消費も伸び悩むなど、総じて厳

しい状況で推移しました。 

 当社グループの関連市場においては、国内外ともにゴルフ場入場者数が悪天候や記録的な猛暑の影響で前年同期

を下回ったことに加え、ゴルフ用品市場でもゴルフクラブを中心に消費低迷が継続するなど、厳しい状況で推移し

ました。 

 このような経営環境のなかで当社グループは、「卓越した技術力で、お客様のスポーツライフをもっと豊か

に。」という企業理念のもと、スポーツを愛する人々に「充実」「爽快」「楽しい」を実現する商品やサービスを

提供することで、中長期的な企業価値の向上に努めてまいりました。 

 スポーツ用品事業では、国内市場において主力の新商品ゴルフクラブ「新・ゼクシオ(＝６代目ゼクシオ)」が店

頭販売シェアでトップ(※1)を続けたことに加え、クリーブランドゴルフのウエッジ新商品「CG15」シリーズも積極

的な販売活動によってシェアを伸ばしました。また、ゴルフボール使用契約を石川遼プロと締結した話題性もあ

り、ゴルフボール「スリクソンZ-STAR」シリーズの販売を大きく伸ばすことができました。一方、テニスでは、バ

ボラブランドのラケットで主力の「ピュアドライブ」や新商品「アエロプロドライブ」が好調に推移したものの、

猛暑の影響でプレー頻度が低下したことで、トップシェア(※1)を誇るテニスボールは前年を下回りました。 

 海外市場においては、国内同様「CG15」シリーズが好調に推移し、特に米国でのウエッジシェアがNo.1(※2)とな

ったほか、ゴルフボールにおいても積極的な販売活動と視認性を高めたカラーボールの投入により、市場での存在

感が高まりました。  

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同期比101.8％）、営業利益は 百万

円（前年同期比342.7％）、経常利益は 百万円（前年同期比365.6％）、四半期純利益は 百万円（前年同

期は266百万円の四半期純損失）となりました。 

 事業の種類別セグメントの状況につきましては、スポーツ用品事業では、売上高は43,977百万円（前年同期比 

102.0％）、営業利益は3,969百万円（前年同期比335.5％）となりました。一方、その他事業では、売上高は3,291

百万円（前年同期比99.2％）、営業損失は106百万円（前年同期は77百万円の営業損失）となりました。 

※1：矢野経済研究所調べ ※2：ゴルフデータテック社調べ 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期末における総資産は 百万円となりました。流動資産において現金及び預金が3,131百万円、

受取手形及び売掛金が2,764百万円減少したこと等により、総資産は前期末と比較して6,140百万円の減少となりま

した。  

 負債は 百万円となりました。流動負債において支払手形及び買掛金が1,055百万円、短期借入金が4,425百

万円減少したほか、固定負債において長期借入金が1,600百万円減少したこと等により、負債は前期末と比較して

6,945百万円の減少となりました。 

 純資産は 百万円となりました。四半期純利益の計上等により利益剰余金が増加した結果、純資産は前期末

と比較して805百万円の増加となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は64.2％となり、前期末から8.2ポイント増加しました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益予想値に変更はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

47,269 3,880

3,674 2,274

51,361

16,870

34,490



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

1）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当社及び連結子会社は、一般債権の貸倒見積高の算定に関し、前連結会計年度末に算定した貸倒実績率か 

ら著しい変化がないと認められた場合においては、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して一般債権の貸 

倒見積高を算定しております。 

2）たな卸資産の評価方法 

 当社及び連結子会社は、たな卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高 

を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見 

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

3）税金費用の計算 

 当社及び連結子会社は、法人税等の計算に関しては、年度決算と同様の方法によっておりますが、納付税 

額の算出に係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,930 6,061

受取手形及び売掛金 11,533 14,298

有価証券 － 200

商品及び製品 5,764 5,411

仕掛品 603 309

原材料及び貯蔵品 1,908 2,378

その他 2,497 2,319

貸倒引当金 △540 △627

流動資産合計 24,696 30,350

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,527 2,645

機械装置及び運搬具（純額） 1,655 1,698

土地 3,145 3,164

その他（純額） 1,203 922

有形固定資産合計 8,531 8,431

無形固定資産   

のれん 7,048 7,524

その他 4,138 4,647

無形固定資産合計 11,187 12,171

投資その他の資産   

長期貸付金 2,966 2,995

その他 4,355 3,971

貸倒引当金 △376 △418

投資その他の資産合計 6,946 6,547

固定資産合計 26,664 27,150

資産合計 51,361 57,501



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,014 5,069

短期借入金 3,024 7,450

未払法人税等 470 1,244

売上値引引当金 583 292

賞与引当金 601 243

その他 4,200 4,279

流動負債合計 12,895 18,580

固定負債   

長期借入金 － 1,600

退職給付引当金 1,869 1,846

引当金 173 184

その他 1,931 1,606

固定負債合計 3,975 5,236

負債合計 16,870 23,816

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,207 9,207

資本剰余金 9,207 9,207

利益剰余金 15,204 14,077

自己株式 △216 △216

株主資本合計 33,403 32,276

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △14 △6

繰延ヘッジ損益 △90 141

為替換算調整勘定 △307 △237

評価・換算差額等合計 △412 △103

少数株主持分 1,499 1,512

純資産合計 34,490 33,685

負債純資産合計 51,361 57,501



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 46,442 47,269

売上原価 23,898 22,492

売上総利益 22,543 24,777

販売費及び一般管理費 21,411 20,896

営業利益 1,132 3,880

営業外収益   

受取利息 49 23

受取配当金 2 2

持分法による投資利益 7 －

貸倒引当金戻入額 78 －

その他 126 142

営業外収益合計 264 169

営業外費用   

支払利息 121 54

持分法による投資損失 － 16

為替差損 59 186

その他 211 117

営業外費用合計 391 375

経常利益 1,005 3,674

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 98

特別利益合計 － 98

特別損失   

固定資産除売却損 54 14

減損損失 49 4

特別損失合計 104 19

税金等調整前四半期純利益 900 3,754

法人税、住民税及び事業税 1,646 1,782

法人税等調整額 △502 △302

法人税等合計 1,143 1,479

少数株主利益又は少数株主損失（△） 23 △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △266 2,274



該当事項はありません。 

   

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1）スポーツ用品事業……ゴルフ用品、テニス用品等の製造・販売 

（ゴルフクラブ、ゴルフボール、ゴルフバッグ、ゴルフシューズ、テニスラケッ

ト、テニスボール、テニスシューズ等） 

ライセンスビジネス 

(2）その他事業……………ゴルフトーナメントの運営、ゴルフスクール・テニススクールの運営、ゴルフ場の

運営、他 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
スポーツ用品
（百万円） 

その他
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  43,123  3,318  46,442  －  46,442

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 67  571  638 ( ) 638  －

計  43,191  3,890  47,081 ( ) 638  46,442

営業利益又は営業損失（△）  1,183  △77  1,105  27  1,132

  
スポーツ用品
（百万円） 

その他
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  43,977  3,291  47,269  －  47,269

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 70  532  602 ( ) 602  －

計  44,048  3,824  47,872 ( ) 602  47,269

営業利益又は営業損失（△）  3,969  △106  3,862  17  3,880



前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 ２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

   北 米…………米国、カナダ 

   その他…………欧州、アジア、オセアニア 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

    ２ 各区分に属する主な国又は地域 

   北 米…………米国、カナダ 

   欧 州…………英国、フランス、ドイツ、スペイン 

   その他…………アジア、オセアニア 

    ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円） 
その他

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売

上高 
 33,979  7,784  4,678  46,442  －  46,442

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 2,194  1,888  1,058  5,140 ( ) 5,140  －

計  36,173  9,672  5,737  51,583 ( ) 5,140  46,442

営業利益又は 

営業損失（△） 
 2,977  △1,341  △502  1,133  △0  1,132

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円） 
その他

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売

上高 
 35,195  7,705  4,368  47,269  －  47,269

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 4,377  1,012  1,197  6,587 ( ) 6,587  －

計  39,573  8,717  5,565  53,857 ( ) 6,587  47,269

営業利益  3,285  197  181  3,664  216  3,880

〔海外売上高〕

  北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  7,784  3,274  3,439  14,499

Ⅱ 連結売上高（百万円）        46,442

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 16.8  7.1  7.3  31.2

  北米 欧州 その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  7,688  2,831  4,612  15,132

Ⅱ 連結売上高（百万円）        47,269

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 16.3  6.0  9.7  32.0



該当事項はありません。  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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